
 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

入 学 式 ～新たなる一年の始まり～ 
！！！！！！   

 

 

 

 

 

甲佐町長を 

はじめ、多く                                      新入生代表挨拶 

の方々からご祝辞をいただきました。ありがとうございました。                小堀龍聖くん(砥用中) 

（４月号）１４３号 
発行日：平成２８年４月１５日 

発行責任者：校長 山下 由美 

編   集：甲佐高等学校総務部 ４月８日（金）の午前に２、３年生の始業式、午後に入学式が行われました。

新しい学年への期待に胸をふくらませている生徒みんなの顔はとても輝いてい

ました。それぞれの目標に向けて、スタートします！ 

 

新
入
生
の
み
な
さ
ん
へ 

一
学
年
主
任 

河
野 

ノ
イ
コ 

新
入
生
諸
君
、
入
学 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い 

ま
す
。
よ
う
こ
そ
、 

甲
佐
高
等
学
校
へ
。 

謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
三
年
間
で

「
成
長
」
に
つ
い
て
考
え
て
生
活
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
学
校
生
活
の
中
で

は
、
自
分
の
思
い
と
お
り
に
な
る
こ
と
ば

か
り
で
は
な
く
、
必
ず
何
ら
か
の
壁
に
ぶ

つ
か
る
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
壁
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
、
も
が
い
た
り
苦
し
ん
だ

り
す
る
こ
と
は
辛
い
こ
と
だ
ろ
う
け
れ

ど
、
こ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
、
皆

さ
ん
の
成
長
つ
な
が
る
大
切
な
方
法
で

す
。
い
ろ
ん
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
そ
の
壁

を
乗
り
越
え
て
、
生
徒
諸
君
が
描
く
理
想

の
自
分
へ
と
成
長
し
て
下
さ
い
。 

 

こ
れ
か
ら
三
年
間
、
新
入
生
諸
君
が 

成
長
で
き
る
よ
う
学
年
団 

一
同
精
い
っ
ぱ
い
サ
ポ
ー 

ト
し
ま
す
。
一
緒
に 

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
！ 

 

校
長 

山
下 

由
美  

春
深
く
、
木
々
の
緑
に
心
躍
る
こ
の
季
節
に
な
り 

ま
し
た
。
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
桜
も
散
り
、 

驚
く
ほ
ど
日
が
長
く
な
り
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を 

実
感
し
て
い
ま
す
。
本
校
で
も
、
始
業
式
、
入
学
式
を 

経
て
、
平
成
二
十
八
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
「
新
学
期
」
を
迎
え
、
甲
佐

高
校
は
今
年
度
「
夢
実
現
」
「
可
能
性
へ
の
挑
戦
」
を
合
い
言
葉
に
職
員
、
生
徒

と
も
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
、
学
校
と
し
て
の
可
能
性
に

挑
戦
し
、
夢
を
実
現
さ
せ
ま
す
の
で
、
今
年
度
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
助
言
、
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
日
本
で
は
、
旧
暦
四
月
を
「
卯
月
（
う
づ
き
）
」
と
呼
び
、
新
暦
の
現

在
で
も
四
月
の
別
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
ね
（
旧
暦
で
い
え
ば
、
今
は
ま

だ
三
月
で
す
が
…
）。「
卯
月
」
は
“
卯
の
花
が
咲
く
月
”
を
略
し
た
と
い
う
の
が

定
説
で
す
。
卯
の
花
と
は
、
“
ウ
ツ
ギ
の
花
”
の
こ
と
…
白
い
花
が
本
当
に
見
事

で
す
（
写
真
参
照
）。
庭
木
や
生
け
垣
に
栽
培
さ
れ
た
り
、
材
が
堅
い
た
め
木
釘
、

つ
ま
よ
う
じ
、
小
鳥
の
止
ま
り
木
に
利
用
さ
れ
た
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
前
中

央
小
学
校
校
長
の
長
松
雅
昭
先
生
に
お
話
し
す
る
と
、
「
卯
の
花
の
匂
う
垣
根
の

～
」
と
い
う
“
夏
は
来
ぬ
”
の
歌
詞
に
あ
る
よ
ね
。」 

と
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
確
か
に
そ
う
で
す
。 

歌
は
知
っ
て
い
た
の
に
今
ま
で
繋
が
り
ま
せ
ん
で 

し
た
。
そ
の
上
、
ご
自
宅
の
近
所
に
ウ
ツ
ギ
が
あ 

る
の
で
、
花
が
咲
い
た
ら
連
絡
を
く
だ
さ
る
こ
と 

に
…
。
思
い
も
か
け
ず
有
難
い
ご
協
力
を
得
て
、 

卯
の
花
を
じ
っ
く
り
見
て
み
た
い
と
い
う
一
つ
の 

夢
が
、
五
月
頃
実
現
し
ま
す
。
今
か
ら
と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
。 

 

夢
実
現
☆
可
能
性
へ
の
挑
戦 

 

卯 の 花 



 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青春ボトル２０１６に採用！ 
「大塚食品株式会社」主催の「青春ボトル甲子園２０１６」に、

ビジネス情報科３年生の岩本美寿貴さん（託麻中）の作品が当

選しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この商品「ビタミン炭酸ＭＡＴＣＨ 500ml」は２０１６年６

～７月頃に製品化され、全国で販売される予定です。 

相談窓口の御案内 
悩みや丌安を抱えていませんか？ 

【相談窓口】 
すこやか子育て電話相談（熊本県教育委員会） 

０９６－３５４－８８２２（平日 17～21 時まで） 

肥後っ子テレホン（熊本県警察本部少年課） 

０１２０－０２－４９７６（平日 17 時 15 分まで） 

子どもいじめ相談電話（熊本県） 

０５７０－０７８３１０ （２４時間） 

いのちの電話（社会福祉法人熊本県いのちの電話事務局） 

０９６－３５３－４３４３（２４時間） 

 

★本校教育相談（担当：荒木）にもお気軽にご相談

ください。 

熊本県立甲佐高等学校：０９６－２３４－００４１ 

１・２学期の主な行事 

５月１４日（土）育友会総会・進路講演会 

７月      中学生体験入学 

９月２５日（日）体育大会 

１０月３０日（日）青垣祭 

甲佐高校 ２０１６  夢実現・可能性への挑戦 

みなさまのご来校をお待ちしております。 

転入職員紹介 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニラスイーツ完売のお礼 
３月１７日～２０日に甲佐町ろくじ館で 

行った、本校家庭クラブ委員会による 

ニラかりんとうの販売 

では、多くのお客様が購入してくださり、 

ありがとうございました。 

青垣祭での販売に向けて、今年度も頑張り 

ます！お楽しみに☆彡 

事務長 野内 昭孝 

 

歴史ある甲佐高校に勤

務できることを有り難

く思っています。どう

ぞよろしくお願いいた

します。 

西 義武 

（数学） 

還暦を過ぎちゃって

ますが、どうぞよろ

しくお願いします。 

馬本 竜司 

（商業） 

翔陽高校から来ました。

少しでも早く甲佐高校

に慣れて、甲佐の一員と

して頑張っていきます。

よろしくお願いします。 

多治見 幸亮 

（保健体育） 

３月まで大学生でした。

皆さんと一緒に授業を

するのを楽しみにして

います。よろしくお願い

いたします。 

有働 美保子 

（養護教諭） 

「明るく元気に」を

モットーにがんばり

ます。よろしくお願

いします。 

田上 賢輝 

（保健体育） 

みなさんと一緒に甲佐

高校での生活を楽しみ

たいです！よろしくお

願いします！！ 

田元 亜季 

（保健体育） 

甲佐高校でたくさんの

ことにチャレンジして

いきたいと思います！

よ ろ し く お 願 い し ま

す！！ 

開田 智恵子 

（国語） 

芦北高校から参りま

した。楽しく頑張り

ます。宜しくお願い

します。 


